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２０１９年度 授業シラバスの詳細内容

○基本情報 ○成績評価の指標 ○成績評価基準（合計100点）

科目名（英） 航空英語（TOEIC）セミナーＩ（TOEIC Seminar Ⅰ） 到達目標の観点 到達目標
テスト

（期末試験・中
間確認等）

提出物
（レポート・作

品等）

無形成果
（発表・その

他）

間違いから学ぼうとする姿勢を持つ。自主的・継続的に
TOEICの勉強に取り組む姿勢が身に着くように、宿題を必ず
提出する。

30点 5点
単位数 2 配当学年 / 開講期 1 / 後期

ナンバリングコード N211
大分類 / 難易度
科目分野

教養基礎科目 / 基礎レベル
コミュニケーション科目

【関心・意欲・態度】

必修・選択区分 選択
【知識・理解】 講義内または宿題、自習などで得た知識を駆使する。 25点 5点

【技能・表現・
　コミュニケーション】

周りの学生と一緒にコミュニケーションを図りながら講義に参
加する。 10点授業コード N110101 クラス名 コリンズクラス

担当教員名 ジョン　コリンズ、吉川　知子

地域志向科目 該当しない

履修上の注意、
履修条件

1．毎回必ず出席してください（終了時の宿題問題の配布や提出がありますので、早期退室はNG）。
2．配布資料やプリントをファイルに保管し、予習の際と期末テストの前に内容を再確認してください。
3．予習・復習を必ず毎回してください。
4．各回終了後、必ず宿題用のサイトにアクセスし、オーディオを聞きながら宿題に取り組んでください。 ○到達目標に対する到達度の目安、および、成績評価の補足

宿題は「提出物」として成績の計算に入りますので、毎回提出することが大事。

・S:90-100点、A:80-89点、B:70-79点、C:60-69点、E:0-59点教科書 プリントを配布

参考文献及び指定図
書

関連科目 航空英語（TOEIC）セミナーII

【思考・判断・創造】 講義内で取得したものを実際にいかす。 25点

実務経験のある教員に
よる授業科目

○授業の目的・概要等 ○備考欄

授業の目的

本講義は、航空産業やツーリズム産業等において高く評価されているTOEIC(L&R)テストに「チャレ
ンジしたい」や「もっと高い点数が取りたい」という学生のために行います。講義中には、テストの各
セクションに焦点をあてながら、必要な知識やスキルを身につけることを目的とします。また、教員
の解説やプリントの練習問題を解くことによって、正解や不正解の理屈をより深く理解することによ
て、英語に対する学習意欲を高めることも目的とします。

宿題の音声等を下記のサイトへアクセス：
https://jcol126.wixsite.com/homework

授業の概要

TOEIC（L&R)テストの各セクションに特化した教材やプリントを使って、教員の指導の下にテストに
必要な知識やスキルを身につけます。また、授業では教員の説明を受動的に聞くだけではなく、学
生が主体となってグループワークやペアワークをしながら、英語コミュニケーション能力も高めます。
毎回宿題はありますので、教室の外でもTOEICの勉強に取り組む覚悟が必要です。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式 「該当しない」

（３）アクティブ・ラーニング 「グループワーク」
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２０１９年度 授業シラバスの詳細内容

○授業計画
授業コード：N110101

○授業計画
授業コード：N110101

ジョン　コリンズ、吉川　知子 ジョン　コリンズ、吉川　知子

学修内容 学修内容

クラス分けテスト

PART４（説明文問題）の説明・解説と練習問題
「留守番電話」、「アナウンス・宣伝 」説明問題と関連する知識やスキルをみにつけて、問題の解き方を理解する。

予習： 予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。
復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。 復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。

PART 1（写真描写問題）の説明・解説と練習問題
「人物の動作表現」、「物に関する描写問題」と関連する知識をみにつけて、問題の解き方を理解する。

PART３（会話問題）の説明・解説と練習問題

PART 1（写真描写問題）の説明・解説と練習問題 PART４（説明文問題）の説明・解説と練習問題
「疑問視で始まる疑問文」、「Yes/No 疑問文・選択疑問文」と関連する知識をみにつけて、問題の解き方を理解する。 「トーク（会議・イベント）、ニュース・ラジオ放送 」説明文問題と関連する知識やスキルをみにつけて、問題の解き方を理解

する。

予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。 予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。
復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。 復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。

PART　２（応答問題）の説明・解説と練習問題 PART７（読解問題）の説明・解説と練習問題
「ステートメント問題」、「付加疑問文」と関連する知識やスキルをみにつけて、問題の解き方を理解する。 「読解の基礎」と関連する知識やスキルをみにつけて、問題の解き方を理解する。

予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。 予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。
復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。 復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。

PART 5（短文穴埋め問題）の説明・解説と練習問題 PART７（読解問題）の説明・解説と練習問題
「品詞・代名詞」、「態・分詞」文法問題と関連する知識やスキルをみにつけて、問題の解き方を理解する。 「詳細情報を特定する」、「話の展開を読み取る」と関連する知識やスキルをみにつけて、問題の解き方を理解する。

予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。 予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。
復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。 復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。

PART 5（短文穴埋め問題）の説明・解説と練習問題 PART７（読解問題）の説明・解説と練習問題
「接続詞・前置詞」文法問題、「語彙問題」と関連する知識やスキルをみにつけて、問題の解き方を理解する。 「内容把握問題に挑戦する」、「マルチプルパッセージ（2つの文書）」と関連する知識やスキルをみにつけて、問題の解き

方を理解する。

予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。 予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。
復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。 復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。

「マルチプルパッセージ（3つの文書）」、「時制・代名詞・語彙」と関連する知識やスキルをみにつけて、問題の解き方を理
解する。

予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。 予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。
復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。 復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。

復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。 復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。

「オフィスでの会話②」、「図表問題と意図問題」と関連する知識やスキルをみにつけて、問題の解き方を理解する。

TOEICの模擬試験にチャレンジする。

予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。 予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。

PART３（会話問題）の説明・解説と練習問題
「日常生活における会話」、「オフィスでの会話 ①」と関連する知識やスキルをみにつけて、問題の解き方を理解する。

予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。 予習： 前回のプリントや宿題内容の再確認。
復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。 復習： 授業の内容確認と宿題問題（練習問題や模擬テスト問題等）を解く。

期末試験

PART３（会話問題）の説明・解説と練習問題 PART７＆PART６（長文穴埋め問題）の説明・解説と練習問題
「店・ホテルでの会話」問題と関連する知識やスキルをみにつけて、問題の解き方を理解する。


